
浮体式多目的公園（メガフロート海釣り公園）周辺エリアに関する 

サウンディング型市場調査の結果について（概要） 

 

令和６年 12 月 10 日 

南あわじ市水産振興課 

 

令和６年８月30日に実施要領を公表した標記の調査に対して１者から提案が

あり、11 月にサウンディング（対話）を実施しました。 

結果の概要は以下のとおりです。 

 

提案を受けた内容 

・ＨＰやＳＮＳでの情報発信や釣り方指導、イベント開催等、既存のサービスに

加えて様々なサービスを強化する。 

・老朽化が著しい陸上管理棟と浮体管理棟の改修建て替えを行う。 

・近隣の施設等と提携し、団体割引券の交付などにより、定期的に団体のお客

さんに来てもらえるような仕組みをつくる。 

 

対話から得られた知見 

・情報発信やイベント開催など、多くの人に認知と関心を持ってもらうことに

注力をすべき。 

・新規の客層をターゲットとするなら、『きれい』な施設であることが必須。

老朽化が著しい管理棟のリニューアルや、その周辺にもベンチや日除け等を設

置するなど、快適に過ごして貰えるような仕組みも検討すべき。 

・現時点での立地、アクセス条件等を考慮すると、キャンプや飲食等、海釣り

以外の様々なサービスを盛り込んだ場合、採算面、交通安全面のリスクが大き

い。 

 

 

今後の方針 

サウンディング結果を踏まえ、引き続きエリアの利活用について総合的な検

討を進めます。 


